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▪ MSC スプレンディダを遊覧船から見学

　クルーズ客船「MSC スプレンディダ（全長 333㍍、
総㌧数 137,936㌧、乗客定員 3,274 人）」が舞鶴国際ふ
頭に初入港（７時入港、19 時出港）。これに合わせて海
上から見学できる遊覧船を運航します。

【日時】５月 10 日㈭ 10 時～ 18 時（毎時 00 分発。14
時便を除く。約 40 分間で湾内を周遊）

【乗降場所】西港大野辺緑地
【定員】１便 60 人（８便運航）
【料金】800 円（小学生以下 400 円。未就学児無料）
【問い合わせ先】合同会社まいづる広域観光公社（☎
77・5400）

《一般車両の進入を制限》

　MSC スプレンディダの入港に伴い、右図のとおり、舞
鶴国際ふ頭（下安久）～みなと安久トンネル北側Ｔ字路
間の一般車両の進入制限を行います。また、当日は７時
30 分～９時に多数の観光バスの行き来があるため、大手
交差点付近の周辺道路の混雑が予想されます。ご理解と
ご協力をお願いします。

国際交流員がバトンタッチ

朴蓮姫さんが着任
ごあいさつ

　皆さんこんにちは。大連か
らきた朴蓮姫です。大学で日
本語を専攻し、卒業後、大連
市旅順口区経済合作局で対外
交流の仕事をしていました。
　このたび、国際交流員として舞鶴市に着任で
き大変光栄に思っています。私が勤めていた旅
順口区は周りが海に囲まれている港湾都市で、
舞鶴とよく似ています。これからの一年を通し
大連市と旅順口区、舞鶴市との理解と交流を深
めることができるよう頑張ります。

▲朴蓮姫さん

　市では、友好都市の中国・大連市との交流の懸け橋として、
平成 17 年度から毎年国際交流員を任用しています。このた
び、13 代目の李

り ほう
芳さんが離任し、14 代目の朴

ぼく れんき
蓮姫さんが

新たに着任しました。
　朴さんは、４月から来年３月までの１年間、大連市との
友好交流の促進や中国語講座、出前講座を通じた中国・大
連情報の発信、通訳・翻訳・クルーズ客船の乗客対応など
に取り組みます。

《みなと振興・国際交流課》

▪チャイニーズ・タイシャンが京都舞鶴港に

　友好都市・大連市（中国）発着のクルーズ客船「チャイニーズ・タイシャ
ン（全長 180㍍、総㌧数 24,427㌧、乗客定員 836 人）」が５月 14 日
㈪（８時入港、20 時出港）、西港第２ふ頭に初入港。多くの大連市民の
皆さんが舞鶴市を訪れます。
▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

MSC スプレンディダ　  チャイニーズ・タイシャン

京都舞鶴港に初入港
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一般会計補正予算の主な事業

事業名 補正額

８号

原子力災害対策施設等
緊急整備事業費 1,500万円

北近畿タンゴ鉄道支援事業費
補助金 1,432万円

バス路線維持確保対策費補助金 1,096万円

京都舞鶴港振興会等補助金 3,015万円

幹線道路整備事業費 ３億2,500万円

西地区浸水対策事業費 4,242万円

９号 校舎等改修事業費 8,128万円
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